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《強み○・弱み●》 

○基礎的･基本的な知識および技能が身に付いています。 

○問題に粘り強く取り組む姿勢があります。 

○朝食の摂取や睡眠時間が確保されており、基本的な生活習慣が身につ

いています。 

●記述式の問題で正答率が低く、課題を的確にとらえ、分かりやすく表現す

ることが苦手である傾向がみられます。 

●ICT機器を使うことには長けているが、データ活用やデータ理解が苦手

である傾向がみられます。 

 ●他者との違いを認め合う多様性への理解や寛容性に、課題が見られる。 

  ●地域行事への参加や地域や社会へ貢献への意識が低い。 
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【結果について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導の充実に向けて】                                                                        

 

                                         

      義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、 

○全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析することによって、国や全ての教育委員会におけ 

る教育施策の成果と課題を分析し、その改善を図る。 

○学校における個々の児童生徒への教育指導や学習状況の改善・充実等に役立てる。 

○そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

○各教科や道徳、総合的な学習の時間において、生徒が「めあて」を共有することで、見通しをもって学習に取り組

み、主体的に学ぶ意欲を高めます。また、課題設定において、本校の校内研究でも取り組んでいる「生徒をゆさ

ぶる」課題を提示していきます。 

○各教科では、根拠や理由を明確にして自分の考えを表現できるよう、その過程を大切にします。 また、一人一台

端末の活用により、自分の意見を他者へ伝えたり、他者の考えをふまえて、自分の考えを広げたり深めたりする

対話的な学習を効果的に行い、説明する力を身につけ、思考力・判断力・表現力を育んでいきます。 

○各教科では、学習したことや教科書などから読み解いたことを自分の言葉でまとめる「振り返り」の場面を設定

し、家庭学習の充実によって、学習内容の再構築を図り、深い学びにつなげます。 

○生徒の学びの保障と、学びの質や学習意欲の向上をねらいとし、ＩＣＴの活用の質的な向上に取り組みます。 

○人権教育や道徳教育を充実させ、仲間と協働し物事を成し遂げる機会を設定することで、寛容の心や他者の気

持ちに思いを巡らそうとする態度や姿勢を育み、公共の精神や友人への思いやりの心の向上に努めます。 

〇日常の学校生活や教育相談などで本人の良さや頑張りを認めるなどの支援を継続し、ＰＴＡ、地域の方との連携

を推進しながら、自己有用感を育てていきます。また、コミュニティ・スクールを窓口として、生徒の地域社会への

参画について、共に考えていきます。 

調査の目的 

 国語、数学、英語ともに、いずれの領域においても、全国と比較

して、これまでと同様平均正答率を大きく上回っています。また、例

年と比較して、どの教科も無解答率が低く、好ましい結果です。 

生徒質問紙から、朝食を毎日食べている割合が高く、授業時間

以外の学習時間が全国平均よりも長いなど、「生活習慣」、「学

習習慣」に継続して良い傾向が見られますが、「自己有用感」

「自己肯定感」「規範意識」については、課題が残ります。 
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